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海陽町議会議員海陽町議会議員 紹介・抱負紹介・抱負

西山  幹男

議
長
　東
　  

久
博

副
議
長
　橋
本
　  

朗

戸田 眞理子

島﨑  勝弘

小山  　慎

佐川  富美

中島 真由美

木内  秀樹

富田　 寛

幸谷  友子

有近  幸恵

　
未
来
に
希
望
が
持
て
る

町
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、

第
一
に
少
子
化
問
題
ま
た
住
民

福
祉
の
増
進
を
図
り
、
住
民
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

  

今
後
と
も
厳
し
い
ご
指
導
と
、

あ
た
た
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
３
町
が
合
併
し
て
20
年
。

当
時
を
知
る
議
員
は
、
西
山
・

島
﨑
・
戸
田
の
３
名
と
、
現
三

浦
町
長
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

  

初
心
に
帰
り
、
海
陽
町
の
未

来
と
持
続
性
を
考
え
、
議
会
活

動
に
尽
力
致
し
ま
す
。
町
の
活

性
化
や
課
題
解
決
に
は
、
住
民

の
声
が
必
要
で
す
。
そ
の
声
を

行
政
へ
と
繋
げ
る
提
言
を
、
こ

れ
か
ら
も
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　
こ
の
度
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を

賜
り
、
議
長
の
要
職
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
。
そ
の
重
責
を
改
め
て
認
識
す
る
と
と
も
に
、
職
責
の

重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
地
方
自
治
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
町
民
の
皆
様

の
負
託
と
信
頼
に
応
え
る
べ
く
、
公
平
・
公
正
か
つ
円
滑
な
議
会
運
営

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
執
行
部
と
議
会
が
町
政

を
支
え
る
両
輪
と
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
果
た
し
な
が
ら
、

町
政
の
さ
ら
な
る
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
は
、
副
議
長
と
い
う
要
職
に
ご
推
挙
い
た
だ
き

ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
光
栄
に
存
じ
ま
す

と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
四
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
は
あ
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
が

町
政
に
反
映
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

東
議
長
の
も
と
、
議
会
が
公
正
円
滑
に
、
運
営
さ
れ
ま
す
よ
う
、
微
力
な

が
ら
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
魅
力
の
あ
る
海
陽
町
に
! !

　
町
民
の
皆
様
の
声
を
行
動
を

持
っ
て
町
政
に
反
映
し
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
目

指
し
、
４
年
間
議
会
活
動
に
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と

も
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
先
が
見
通
せ
な
い
時
代

こ
そ
、
行
動
・
結
束
力
が
必
要
で

す
。「
ふ
る
さ
と
を
守
る
た
め
」

が
私
の
思
い
で
す
。

　
地
域
の
声
を
丁
寧
に
伺
い
、

こ
の
町
で
暮
ら
す
皆
様
が
、
安

心
・
安
全
に
、
そ
し
て
笑
顔
で
語

り
合
え
る
よ
う
、
思
い
や
り
と

希
望
の
あ
る
町
づ
く
り
を
念
頭

に
、
誠
実
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
度
、
新
人
議
員
と
し
て

町
政
に
参
画
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
進

む
中
で
も
将
来
を
見
据
え
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
の
た
め
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
支
援
の
お
陰
で
議
員

に
な
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
海
陽
町
は
素
晴
ら
し
い
町
で
す

が
課
題
は
沢
山
あ
る
と
思
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
物
価

高
騰
等
を
踏
ま
え
今
の
問
題
か
ら

そ
の
先
の
未
来
を
考
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
も
大
人
も
幸

せ
に
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
し
精
一

杯
頑
張
り
ま
す
。

　
全
国
的
に
、
人
口
減
少
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
す
こ
し
で

も
課
題
解
決
に
繋
が
る
よ
う
、「
住
み

続
け
た
い
町
、
帰
っ
て
来
た
い
町
、

未
来
に
つ
な
げ
る
町
」
そ
し
て
、
住

民
の
小
さ
な
声
に
耳
を
傾
け
、
即
、

実
行
す
る
姿
勢
を
大
切
に
、
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ご
指
導
、

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
海
陽
町
の
豊
か
な
自
然
と

温
か
い
人
々
に
育
ま
れ
、
今
日
ま

で
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
私
が
皆
様
の
お
力
に
な
れ

る
よ
う
、
皆
様
の
声
に
真
摯
に
耳

を
傾
け
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
一
歩
一
歩
、

そ
し
て
誠
実
に
努
力
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
。

　
こ
の
度
、
皆
様
方
の

ご
支
援
を
い
た
だ
き
再
選
を
果
た
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
。

　
住
民
の
方
々
の
声
を
聞
き
、
要
望

等
に
つ
い
て
、
町
・
県
当
局
に
働
き

か
け
ま
す
。
海
陽
町
の
住
民
で
良
か
っ

た
と
思
え
る
町
、
高
齢
者
の
方
々
に

や
さ
し
い
町
作
り
に
な
る
よ
う
尽
力

い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
度
、
多
大
な
ご
支
援

を
い
た
だ
き
議
員
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
、
危
機
と
希
望
が
交
差
す
る

歴
史
的
岐
路
に
立
っ
て
い
ま
す
。

希
望
の
海
陽
町
に
、住
ん
で
良
か
っ

た
と
思
え
る
海
陽
町
に
す
る
た
め

に
が
ん
ば
り
ま
す
。

　
公
約
実
現
に
尽
力
し
ま
す
。
皆

さ
ん
の
声
を
議
会
・
町
政
に
届
け

ま
す
。
皆
さ
ん
の
期
待
に
き
ち
ん

と
応
え
て
い
き
ま
す
。

任期：令和８年５月14日から令和12年５月13日まで
議

員

紹

介
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ま
す
。
皆
さ
ん
の
期
待
に
き
ち
ん

と
応
え
て
い
き
ま
す
。

任期：令和８年５月14日から令和12年５月13日まで
議

員

紹

介
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・
消
防
施
設
費
シ
ス
テ
ム
改

修
委
託
料�

［
５
４
５
万
円
］

　

防
災
行
政
無
線
の
シ
ス
テ

ム
改
修
。

�

［
４
５
０
万
円
］

　

町
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
改
修
費
用
。

・
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業
補

助
金�

［
１
０
０
万
円
］

　

防
犯
カ
メ
ラ　

２
基
分
。

農
業
費

・
農
業
振
興
費
設
計
委
託
料

�

［
３
０
０
万
円
］

　

芥
附
田
中
地
区
の
農
業
用

水
路
改
修
工
事
に
係
る
設
計

委
託
料
。

・
農
林
施
設
等
管
理
費
設
計

委
託
料�

［
１
０
０
万
円
］

　

宍
喰
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
体
育
館
及
び
ス
テ
ー
ジ

照
明
器
具
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
。

・
農
道
新
設
改
良
工
事
請
負

費�
［
１
６
３
０
万
円
］

　

相
川
室
津
地
区
の
農
道
舗

装
。

林
業
費

・
有
害
鳥
獣
捕
獲
報
償
費

�

［
50
万
円
］

　
　
　
　
　

サ
ル
の
捕
獲
数

は
。

　
　

６
・
７
年
度
合
わ
せ
て

78
頭
の
実
績
。

　
　
　
　
　

猟
友
会
の
会
員

数
と
平
均
年
齢
は
。

　
　

会
員
数
は
70
人
で
平
均

年
齢
は
69
才
。

・
造
林
育
成
事
業
工
事
請
負

費�

［
50
万
円
］

日
か
ら
令
和
８
年
12
月
28
日

◯
海
陽
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
億�

６
９
２
３
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
90
億
１
２
２
３
万
円

と
す
る
。

歳
出
予
算

総
務
費

・
一
般
管
理
費
設
計
監
理
委

託
料�

［
１
０
０
万
円
］

 

川
上
集
会
所
２
階
ト
イ
レ

を
洋
式
化
す
る
も
の
。

・
駐
車
場
整
備
工
事
請
負
費

�

［
３
３
０
万
円
］

　

宍
喰
庁
舎
の
駐
車
場
舗
装

工
事
。

・
企
画
費
委
託
料
・
工
事
請

負
費�

［
６
０
０
万
円
］

　

ま
ぜ
の
お
かW

i-Fi 

屋
外

エ
リ
ア
拡
充
事
業
。

・
電
子
計
算
費
委
託
料

委

員

長

報

告

　

６
月
16
日
開
会
。

　

当
委
員
会
所
管
の
協
議
事

項
の
６
月
議
会
提
案
に
つ
い

て
、
説
明
を
受
け
た
。

◯
（
Ｒ
７
繰
越
）
資
材
運
搬

用
ト
ラ
ッ
ク
購
入
契
約

［
１
０
７
９
万
円
］

○
Ｃ
Ｄ

－

１
型
水
槽
付
き
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
契
約

	

［
３
０
８
０
万
円
］

○
蛇
王
運
動
公
園
野
球
場
衝

撃
緩
衝
材
等
設
置
工
事
請
負

契
約�

［
４
８
８
８
万
円
］

○
ホ
テ
ル
リ
ビ
エ
ラ
し
し
く

い
受
水
槽
更
新
工
事
請
負
契

約�

［
４
８
６
５
万
円
］

○
令
和
７
年
度
玉
笠
橋
修
繕

工
事
変
更
請
負
契
約

　

工
期（
変
更
後
）議
決
の
翌

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

小
山　
　

慎

　

海
陽
町
議
会
で
は
総
務
産
業
建
設
、
文
教
厚
生
の
２
常

任
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
本
会
議
か
ら
付
託
さ
れ

た
議
案
な
ど
を
活
発
に
審
議
・
調
査
し
ま
し
た
。

　

委
員
長
報
告
か
ら
要
旨
を
抜
粋
し
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

竹
ヶ
島
町
有
林
の
桜
植
栽

地
及
び
林
道
の
除
伐
費
。

・
水
源
林
造
成
事
業
費
備
品

購
入
費�

［
１
０
０
万
円
］

　

森
林
調
査
用
ド
ロ
ー
ン
購

入
費
。

商
工
費

・
観
光
施
設
管
理
費
修
繕
工

事
請
負
費�

［
７
７
７
万
円
］

土
木
費

・
道
路
維
持
費
測
量
設
計
委

託
料�

［
１
９
８
万
円
］

　

熟
田
地
区
で
公
民
館
下
の

排
水
路
修
繕
の
設
計
費
。

・
道
路
維
持
費
工
事
請
負
費

�

［
４
５
０
万
円
］

　

海
部
芝
地
区
の
舗
装
工
事

費
。

・
道
路
新
設
改
良
費
委
託

料
・
工
事
請
負
費

�

〔
３
億
２
１
３
０
万
円
〕

　

橋
梁
修
繕
設
計
９
橋
分

と
、
橋
梁
点
検
52
橋
分
、
工

事
請
負
費
４
橋
分
。

・
道
路
新
設
改
良
費
工
事
請

負
費�

〔
１
８
０
０
万
円
〕

　

町
道
浅
川
川
東
線
の
法
面

補
強
。

・
排
水
機
場
管
理
費
施
設
修

繕
工
事
請
負
費

�

［
５
５
０
万
円
］

　

宍
喰
馳
馬
排
水
機
の
仮
設

電
源
設
置
工
事
。

消
防
費

委
員
の
問

委
員
の
問

予
算
関
係

答答

　

そ
の
他
主
な
事
業
は
、
左
の
ペ
ー
ジ
に
特
集
し
て
い
ま
す
。

・
津
波
対
策
費
測
量
設
計
委

託
料�

［
99
万
円
］

　

鯖
瀬
地
区
避
難
路
設
計

費
。

契
約
関
係

委員長　　小山　　慎　　　　委員　西山　幹男　　橋本　朗
副委員長　木内　秀樹　　　　　　　島﨑　勝弘　　有近　幸恵
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主

な

事

業

計画を見直し防災・減災へ！

早急な整備に向けて！

新 たな徳島県被害想定を踏まえ、関連する各種防災計画を見直し、
未曾有の災害に備え、引き続き、防災・減災に取り組みます。

防 災公園整備の進捗を加速させるための事業費。

・津波避難計画改訂業務　　　　　　　　　　　７２０万円
・地域防災計画改訂業務　　　　　　　　　　　４２０万円
・第 3期地域強靭化計画策定業務　　　　　　　４２０万円
・防災のしおり（ハザードマップなど）作成委託業務　９００万円

清 流・海部川をはじめとする海山川の
自然資源を活用し、閑散期の新たな

客層の誘致に向け、※リトリートプログラ
ムを開発します。
　※リトリート
　　日常から離れ、心身をリセットし、自分自身
を見つめ直す時間や過ごし方

2460万円

清流海部川（大井付近）

各種防災計画

各種防災計画策定支援業務委託料

3360万円宍喰地区地域防災公園整備事業

リトリートプログラム開発事業

海陽町初の取り組み！

自然資源をフル活用して！

シェアカー導入に係る実証実験事業80万円
海 陽町に初めて導入されるシェアカーの実証実験をし、そこで得られるデータを分析することで利用

状況を調査します。
　また、観光目的の利用だけでなく、住民の新しい交通手段としても期待できることから、広報海陽等
で周知します。

・残土置場用地購入費　　　　　　　　　　　１６４０万円
・測量設計委託料　　　　　　　　　　　　　１７００万円
・不動産登記料　　　　　　　　　　　　　　　　２０万円

850万円
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き
な
い
か
。

　
　

現
時
点
で
は
、
指
導
員

の
確
保
と
実
施
場
所
の
ス

ペ
ー
ス
に
課
題
が
あ
り
難
し

い
。

　
　
　
　
　

保
護
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
実
施
で
き
な

い
の
か
。

　
　

子
ど
も
の
人
数
や
指
導

員
の
確
保
の
状
況
な
ど
も
考

慮
し
な
が
ら
、
安
全
に
実
施

で
き
る
体
制
と
、
子
ど
も
の

健
全
な
育
成
の
た
め
の
環
境

と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
。

教
育
費

・
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
事
業
推

進
委
託
料�

［
４
５
０
万
円
］

・
地
域
活
性
化
起
業
人
事
業

負
担
金�

［
６
４
８
万
円
］

・
中
学
校
管
理
費
工
事
請
負

費�

［
５
９
０
０
万
円
］

　

内
訳
は
、
海
陽
中
学
校
ト

イ
レ
改
修
工
事
４
２
０
０
万

円
。
宍
喰
中
学
校
照
明
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
工
事
１
７
０
０
万
円
。

　
　
　
　
　

小
中
学
校
の
ト

イ
レ
の
洋
式
化
は
、
完
了
し

た
の
か
。

　
　

町
全
体
の
計
画
と
し
て

は
、
全
て
完
了
す
る
。

　

６
月
15
日
開
会
。

　

開
会
後
、
高
校
生
の
居
場

所
新
築
場
所
を
巡
視
の
後
、

当
委
員
会
所
管
の
協
議
事
項

の
６
月
議
会
提
案
に
つ
い

て
、
説
明
を
受
け
た
。

○
高
校
生
の
居
場
所
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

　
　
　
　
　

土
、
日
、
祝
日

が
休
所
日
に
な
っ
て
い
る

が
、
居
場
所
と
し
て
は
、
休

日
に
利
用
し
た
い
の
で
は
な

い
か
。

　

ま
た
、
利
用
の
際
の
受
付

に
つ
い
て
、
個
人
情
報
へ
の

配
慮
は
で
き
て
い
る
の
か
。

　
　

高
校
生
や
地
域
の
方
な

ど
利
用
者
か
ら
の
要
望
を
聞

き
、
休
日
使
用
も
含
め
利
用

し
や
す
い
居
場
所
と
な
る
よ

う
考
え
て
い
く
。
受
付
簿
に

つ
い
て
も
、
個
人
情
報
の
配

慮
も
含
め
、
利
用
し
や
す
い

も
の
と
な
る
よ
う
に
考
え
て

い
く
。

　
　
　
　
　

地
域
の
方
が
高

校
生
だ
け
の
居
場
所
と
誤
解

し
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
地

域
の
方
も
利
用
で
き
る
こ
と

を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
べ

き
で
は
。

　
　

分
か
り
や
す
く
周
知
し

て
い
く
。

○
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
購
入

契
約�

〔
５
１
８
２
万
円
〕

　
　
　
　
　

入
札
業
者
数
と

請
負
率
は
。

　
　

指
名
業
者
は
13
社
、
入

札
業
者
３
社
で
、
請
負
率
は

84
・
54
パ
ー
セ
ン
ト
。

◯
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
購
入
契
約

�

〔
１
０
１
３
万
円
〕

　
　
　
　
　

現
状
で
は
、
白

バ
ス
行
為
に
よ
る
違
法
性
は

な
い
の
か
。

　
　

貸
出
し
バ
ス
の
運
行
に

つ
い
て
は
、
使
用
料
は
無
料

で
燃
料
等
は
使
用
者
に
お
い

て
負
担
す
る
よ
う
運
用
し
て

い
る
こ
と
か
ら
問
題
は
な
い
。

◯
海
陽
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
億

６
９
２
３
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
90
億
１
２
２
３
万
円

と
す
る
。

歳
入
予
算

国
庫
支
出
金

・
地
域
未
来
交
付
金

�

［
３
１
５
万
円
］

　

小
中
学
校
に
お
け
る
町
ワ

イ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
導

入
に
よ
る
学
習
環
境
高
度
化

に
係
る
も
の
。

県
支
出
金

・
保
健
体
育
振
興
事
業
補
助

金�

［
１
３
２
７
万
円
］

　

本
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
る

小
学
校
に
お
け
る
給
食
費
の

完
全
無
償
化
に
伴
い
、
当
初

予
算
で
充
当
し
て
い
た
子
ど

も
あ
ゆ
み
基
金
繰
入
金
を
、

国
の
補
助
金
の
交
付
決
定

後
、財
源
振
替
を
行
う
も
の
。

歳
出
予
算

民
生
費

・
高
齢
福
祉
費
委
託
料
・
工

事
請
負
費�

［
９
８
０
万
円
］

　

デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ�

ー
わ
し
ず
み
荘
の
屋
根
防
水

改
修
工
事
。

・
子
ど
も
預
か
り
事
業
補
助

金�

［
１
２
０
万
円
］

　
　
　
　
　

学
童
保
育
の
対

象
年
齢
を
４
年
生
ま
で
に
で

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長　

佐
川　

富
美

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

答

答 答答

答答答

委

員

長

報

告

契
約
関
係

条
例
関
係

予
算
関
係

　

そ
の
他
主
な
事
業
は
、
左
の
ペ
ー
ジ
に
特
集
し
て
い
ま
す
。

委員長　　佐川　富美　　　委員　戸田 眞理子　　東　  久 博
副委員長　幸谷　友子　　　　　　富田　　 寛　　中島 真由美
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主

な

事

業

新たに事業実施！

未来へつなごう海陽の海

子ども預かり事業（宍喰地区）

環境保全促進助成事業費

補助金120万円・修繕費10万円
小学生の長期休業中の学童保育
宍 喰保育所の空き教室を利用して、夏休みなどの長期休業中に、海陽町に在住・在学の小学１年生か

ら３年生までを午前８時から午後５時まで預かります。
（利用料は一日８００円。半日４００円。土日・祝日及びお盆・年末年始は休所。）

以 前の海と現在の違いをみんなで考える機会にと（仮称）「さかな
クントークショー」の開催を予定しています。

130万円

303万円

海陽町ならではの「新しい学び」を創出！
海陽町版デュアルスクール推進事業

実 績豊富な民間事業者と連携し、 町独自の※デュアルスクールを創設し海陽町の豊かな自然や文化に
触れる新たな留学を迎え入れます。

　※デュアルスクール
　　日本における多地域就学制度の一形態で、児童や生徒が都市部と地方を行き来しながら学ぶ仕組み。

1098万円

　２階ホール

さかなクン

宍喰保育所
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令
和
８
年
度

　
一
般
会
計
補
正
予
算

議
案
審
議

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
委
託
料

〔
５
５
０
万
円（
減
額
）〕

　
リ
ト
リ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
業
務
委
託
料

〔
６
５
０
万
円
〕

　
道
路
新
設
改
良
費
橋
梁
修
繕
工
事
請
負
費

�

〔
１
億
９
４
０
０
万
円
〕

　
中
学
校
管
理
費
施
設
改
修
工
事
請
負
費

�

〔
５
９
０
０
万
円
〕

２
．

Ｑ
３
．

Ｑ

４
．

Ｑ
５
．

Ｑ

　
　
　
　
　
　
　
佐
川
議
員 

　

設
置
場
所
は

決
ま
っ
て
い
る

の
か
。
何
基
の

予
定
か
。

 

奥
原
建
設
防
災
課
長 

　

地
域
の
防
犯
を
目
的
と
し
て
、

地
域
の
防
犯
活
動
に
取
り
組
ん

で
頂
け
る
団
体
へ
、
１
基
50
万

円
の
補
助
を
行
う
事
業
で
あ
る
。

現
時
点
で
２
基
分
。
設
置
場
所

は
、
今
後
、
公
募
し
て
い
く
。

1
．

Ｑ

　
　
　
　
　
　
　
富
田
議
員 

　

馬
路
橋
建
設
工
事
は
県
が
行
っ

た
が
、
修
繕
工
事
は
町
が
行
う
の

か
。
ま
た
居
敷
橋
や
、蟹
谷
橋
等
、

他
の
橋
に
つ
い
て
も
説
明
を
お
願
い
し
た
い
。

 

奥
原
建
設
防
災
課
長 

　

建
設
自
体
は
県
が
行
い
、
維
持
管
理
は
町
が
行
う

形
の
も
の
も
数
多
く
あ
る
。
馬
路
橋
や
、
他
の
橋
に

つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
小
山
議
員 

　

海
陽
中
学
校
の
ト
イ
レ
修
繕

と
、
宍
喰
中
学
校
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の

具
体
的
な
内
容
は
。

　

ま
た
洋
式
化
の
計
画
は
、
い
つ
終
了
す
る
の
か
。

 

森
﨑
教
育
次
長 

　

海
陽
中
学
校
の
ト
イ
レ
改
修
工
事
４
２
０
０
万
円

は
、
洋
式
の
便
座
の
設
置
が
15
組
、
小
便
器
、
洗
面

台
、
内
部
改
修
工
事
等
。
宍
喰
中
学
校
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の

照
明
の
工
事
１
７
０
０
万
円
は
、
照
明
器
具
の
取
り

替
え
、
３
７
４
台
分
。

　

海
陽
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
改
修
工
事
で
終
了
す
る
。

議

案

審

議

　
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

事
業
補
助
金

�

〔
１
５
９
万
円
〕

　
　
　
　
　
　
　
戸
田
議
員 

　

予
算
の

組
み
替
え

と
い
う
こ

と
だ
が
、
組
替
え
す
る
理
由

は
何
か
。

　

ま
た
、
Ｄ
Ｍ
Ｖ
の
運
転
手

２
名
募
集
し
た
が
１
名
の
み

と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
も
現

在
の
形
態
で
大
丈
夫
な
の
か
。

 

戸
田
議
員 

　

委
託
先
が
ど
こ
な
の
か
。

　

ま
た
、
海
部
川
が
メ
イ
ン

と
い
う
こ
と
だ
が
、
海
陽
町

に
は
他
に
も
癒
し
の
ス
ポ
ッ

ト
と
な
る
リ
ト
リ
ー
ト
の
言

葉
に
ふ
さ
わ
し
い
ポ
イ
ン
ト

が
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
の
辺

り
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

 

大
久
保
観
光
交
流
課
主
幹 

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
雇

用
形
態
を
従
来
の
外
部
委
託

か
ら
役
場
雇
用
へ
変
更
し
、
専

門
職
員
を
確
実
に
雇
用
配
置

す
る
た
め
。

　

現
在
運
休
し
て
い
る
、
３
台

の
Ｄ
Ｍ
Ｖ
が
復
帰
し
た
と
き
に

は
、
関
係
機
関
と
協
議
を
し

て
、
必
要
で
あ
れ
ば
補
正
な

り
当
初
予
算
に
計
上
す
る
。

 

大
久
保
観
光
交
流
課
主
幹 

　

委
託
業
者
に
つ
い
て
は
、

入
札
な
り
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
な

り
で
決
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

今
回
は
、
民
間
と
県
の
調

査
成
果
を
本
町
が
引
き
継
ぐ

形
で
、
国
へ
申
請
を
行
い
、

観
光
庁
と
徳
島
県
の
双
方
か

ら
補
助
金
が
採
択
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
海

部
川
を
中
心
に
考
え
て
い
る
。
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9

条
例
・
契
約
関
係

 

小
山
議
員 

　

高
校
生
の
居
場
所
の
愛

称
公
募
を
行
う
と
聞
い
て

い
た
が
、
若
い
人
た
ち
が

親
し
み
や
す
い
名
称
に
し

て
、
ス
タ
ー
ト
し
て
い
く

べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　  

島
﨑
議
員 

　

支
給

審
査
委

員
会
の

委
員
は
、
医
師
、
弁
護
士

そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認

め
る
者
の
う
ち
か
ら
、
町

長
が
任
命
す
る
と
な
っ
て

い
る
が
、
何
名
を
予
定
し

て
い
る
の
か
。

 

池
田
地
域
つ
な
が
り
課
長 

　

運
営
開
始
後
、
海
部

高
校
の
生
徒
会
に
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が

親
し
め
る
よ
う
な
通
称

を
提
案
し
て
も
ら
う
よ

う
考
え
て
い
る
。

 

北
村
長
寿
福
祉
人
権
課
長 

　

委
員
会
に
つ
い
て
は

有
事
に
お
け
る
設
置
を

考
え
て
い
る
。
災
害
の

状
況
等
に
も
よ
る
が
３

名
か
ら
５
名
を
想
定
し

て
い
る
。

　
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議

案

審

議

７
．

Ｑ

　

 

小
山
議
員 

　

更
新
後
に
、
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
再
利

用
や
処
分
は
、
ど
う
す
る
の
か
。
ま
た
、
町
民
の
方
へ
の

譲
渡
は
考
え
て
い
る
の
か
。

 

森
﨑
教
育
次
長 

　

確
実
な
デ
ー
タ
消
去
を
行
っ
た
上
で
、
ま
ず
学
校
現

場
に
お
け
る
予
備
機
、
周
辺
機
器
の
活
用
、
故
障
時
の

代
替
機
、
家
庭
で
の
学
習
時
の
予
備
機
と
し
て
使
用
す

る
。
ま
た
、
他
部
局
で
の
活
用
、
保
育
所
、
図
書
館
、

博
物
館
、
公
共
施
設
の
受
付
事
務
用
端
末
と
し
て
、
移

管
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
再
利
用
が
で
き
な
い
端
末
に

つ
い
て
は
、
国
の
認
定
事
業
者
へ
再
資
源
化
と
い
う
こ

と
も
含
め
て
考
え
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
町
民
の
方
へ

の
譲
渡
も
検
討
し
て
い
く
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
購
入
契
約
に
つ
い
て

　
水
槽
付
き
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
契
約
に
つ
い
て

８
．

Ｑ
９
．

Ｑ 

佐
川
議
員 

　

消
防
自
動
車
は
毎
年
１
台
、
追
加
さ
れ
て
い
る
が
、
ど

の
ぐ
ら
い
の
割
合
で
新
し
い
消
防
自
動
車
に
替
わ
っ
て
い

る
の
か
。
今
後
の
予
定
は
。

 

奥
原
建
設
防
災
課
長 

　

更
新
の
目
安
と
し
て
、
25
年
が
経
っ
て
い
る
消
防
自

動
車
を
買
い
替
え
て
い
る
。
こ
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

が
更
新
さ
れ
る
と
、
約
10
年
は
、
購
入
予
定
は
な
い
。

　
高
校
生
の
居
場
所
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例

６
．

Ｑ

新しい議席での議場の様子
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町

長

所

信

表

明

　

こ
れ
か
ら
は
、「
様
々
な

過
去
の
経
緯
や
し
が
ら
み
」、

「
法
律
や
財
政
上
の
限
界
」

と
い
っ
た
壁
を
乗
り
越
え
、

共
に
知
恵
を
出
し
合
い
、
次

の
時
代
を
見
据
え
た
「
夢
と

実
効
の
あ
る
政
策
」
を
考
え
、

着
実
に
進
め
て
い
く
。

　

要
望
を
繰
り
返
し
て
き
た

海
部
道
路
の
牟
岐
か
ら
多
良

間
が
、
よ
う
や
く
新
規
事

業
化
が
決
定
し
た
。
し
か
し

美
波
、
牟
岐
間
に
つ
い
て
は

未
事
業
化
区
間
と
な
っ
て
お

り
、
引
き
続
き
、
命
の
道
の

早
期
完
成
に
向
け
て
、
関
係

機
関
と
一
丸
と
な
っ
て
要
望

を
行
う
。

　

昨
今
の
鳥
獣
被
害
を
受
け

て
、
今
年
度
は
新
た
に
サ
ル

を
重
点
捕
獲
鳥
獣
と
位
置
づ

け
、
１
頭
１
万
円
を
上
乗
せ

し
、
他
に
も
サ
ル
、
シ
カ
、

イ
ノ
シ
シ
の
駆
除
に
対
し
、

１
頭
２
０
０
０
円
を
上
乗
せ
、

新
た
に
ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
の

小
動
物
の
駆
除
に
も
１
頭

２
０
０
０
円
の
駆
除
費
を
出

す
。

　

海
南
病
院
の
令
和
７
年

度
の
外
来
数
、
入
院
数
が
共

に
昨
年
度
よ
り
増
加
し
て
お

り
、
病
床
の
利
用
率
も
対
前

年
度
比
７・
７
％
増
の
58
・

２
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

４
月
17
日
に
は
、
全
国
放

送
の
「
ガ
イ
ア
の
夜
明
け
」

で
「
日
本
の
地
域
医
療
の
最

先
端
を
走
っ
て
い
る
病
院
が

こ
こ
に
あ
る
」
と
い
う
内
容

で
約
20
分
放
送
さ
れ
、
今

で
は
、
こ
の
海
南
病
院
は
全

国
か
ら
注
目
さ
れ
る
場
所
と

な
っ
て
い
る
。

　

引
き
続
き
積
極
的
な
取
り

組
み
を
展
開
す
る
中
で
、
海

南
病
院
を
核
と
し
た
地
域
包

括
医
療
の
確
立
に
努
め
て
い

町
長
　
三
浦
　
茂
貴

く
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
令
和

７
年
度
の
実
績
は
、
個
人

が
８
５
３
９
件
で
２
億
２�

５
８
５
万
円
、
企
業
版
が
21

件
で
３
０
８
４
万
１
千
円
、�

合
計
で
２
億
５
６
６
９
万
１

千
円
の
寄
附
金
を
頂
い
た
。

　

今
年
度
は
10
月
に
経
費
率

や
返
礼
品
基
準
な
ど
、
制
度

改
正
が
行
わ
れ
る
が
、
そ
ん

な
中
で
も
目
標
の
３
億
円
を

達
成
で
き
る
よ
う
に
、
取
り

組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

　

４
月
１
日
よ
り
、
生
後

６
ヶ
月
か
ら
満
３
歳
未
満
で

保
育
所
等
に
通
っ
て
い
な
い

子
ど
も
を
対
象
に
、「
子
ど

も
誰
で
も
通
園
制
度
」
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。

　

町
内
３
保
育
所
で
平
日

の
９
時
か
ら
15
時
の
間
、
子

ど
も
１
人
あ
た
り
１
ヶ
月
10

時
間
ま
で
、
１
時
間
当
た
り

３
０
０
円
で
保
育
所
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

る
と
、
町
外
か
ら
の
生
徒
が

い
な
け
れ
ば
高
校
存
続
は
危

ぶ
ま
れ
る
。

　

県
立
の
高
校
だ
が
町
の
高

校
だ
と
考
え
、
予
算
措
置

を
す
る
中
で
し
っ
か
り
と
協

議
し
、
行
き
た
い
学
校
と
し

て
地
域
に
残
る
よ
う
取
り
組

む
。

　

地
理
的
不
利
を
克
服
し
て

い
く
に
は
、
他
所
に
は
な
い

施
策
や
そ
れ
を
実
現
す
る
具

体
的
か
つ
効
果
的
な
計
画
が

必
要
で
、
戦
略
的
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
や
海
南
病

院
、
海
部
高
校
な
ど
、
徐
々

に
結
果
が
出
て
き
て
い
る
も

の
も
あ
る
。

　

引
き
続
き
戦
略
的
に
進
め

て
い
き
、「
ふ
る
さ
と
の
今
を

元
気
に
、
そ
し
て
未
来
に
希

望
を
持
て
る
海
陽
町
を
」
皆

様
方
と
共
に
創
っ
て
い
く
決

意
で
あ
る
。

　

海
部
小
学
校
が
今
年
度
、

文
科
省
の
「
生
成
Ａ
Ｉ
パ
イ

ロ
ッ
ト
校
事
業
」
に
参
画
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

今
後
も
、
海
陽
町
内
す
べ

て
の
学
校
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
い
け
る
よ
う
に
取
り

組
む
。

　

昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん

で
い
る
部
活
動
の
遠
隔
指
導

は
、
４
月
28
日
に
大
阪
体
育

大
学
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
遠
隔

指
導
を
本
格
的
に
実
施
し

た
。
今
後
は
週
一
回
程
度
オ

ン
ラ
イ
ン
指
導
を
実
施
す
る

こ
と
で
町
外
に
行
か
な
く
て

も
、
都
会
に
負
け
な
い
部
活

動
指
導
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
取
り
組
む
。

　

昨
年
度
か
ら
海
陽
中
学
校

で
オ
ー
ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

の
モ
デ
ル
ク
ラ
ス
を
実
施
し

て
お
り
、
今
後
は
各
学
校
、

学
年
に
展
開
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

　

海
部
高
校
の
今
年
度
の
入

学
生
、
１
０
１
名
の
う
ち
海

陽
町
の
子
ど
も
は
36
人
で
あ

り
、
今
後
の
少
子
化
を
考
え

は
ぐ
く
む
ま
ち
の
実
現

に
ぎ
わ
う
ま
ち
の
実
現

改選後の初登庁で花束を受け取る三浦町長

夢
と
実
効
の
あ
る
政
策

す
み
よ
い
ま
ち
の
実
現
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３
日　

海
部
郡
町
村
議
会
議
長
会
第
１
回
総
会
（
牟

岐
町
）

６
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

21
日　

議
会
議
員
選
挙
告
示

　
　
　

議
会
議
員
選
挙
立
候
補
者
受
付

26
日　

議
会
議
員
選
挙
投
票
お
よ
び
開
票

15
日　

新
議
会
で
の
議
員
懇
談
会

22
日　

第
１
回
臨
時
会
（
初
議
会
）

26
日　

町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修
会
（
東
京
）

８
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

15
日　

第
２
回
定
例
会
（
１
日
目
）

　
　

   

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
　

   

議
会
運
営
委
員
会

16
日　

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

18
日　

第
２
回
定
例
会
（
２
日
目
）

19
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

21
日　

戦
没
者
追
悼
式

６　
月

５　
月

議
会
の
う
ご
き
　

４
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で

４　
月

議

会

の

う

ご

き

監
査
委
員
の
選
任

教
育
委
員
の
選
任

第２回定例会で選任に同意。（再任）
※任期は６月 21 日から４年間

第２回定例会で指名推薦により決定。
※任期は６月 21 日から４年間

第１回臨時会で選任に同意。（再任）
※任期は５月 27 日から４年間

前ま
え 
川が
わ

　
清き
よ 
和か
ず   

氏
　（
78
歳
）

西に
し 

宮み
や

　
　 

治お
さ
む   

氏
　（
54
歳
）

［委　員］	 森　　　貢 氏　 吉田　和栄 氏
	 櫛田　惠子 氏　 東谷　一郎 氏
〔補充員〕	 由木　和幾 氏　 宍戸　正典 氏
	 本庄　和美 氏　 靏　　真美 氏

選挙管理委員会委員及び補充員令和８年度
町村議会議長・副議長研修会

会場：東京国際フォーラム
（令和８年５月26日）
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第
２
回
定
例
会

　

令
和
８
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
15
日
開
会
、
町
長
よ
り
19
議
案
等
が
提
出

さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
・
承
認
し
、
６
月
18
日
閉
会
し
た
。

■ 
議
案
の
審
議 

■

第
１
回
臨
時
会

　

一
般
選
挙
後
の
初
議
会
と
し
て
、
５
月
22
日
開
会
、
次
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
閉
会
し
た
。

■ 

議
案
の
審
議 

■

条
例
関
係

・
高
校
生
の
居
場
所
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

・
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

契
約
関
係

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
購
入
契
約
に
つ
い
て

　
　

契
約
方
法　

指
名
競
争
入
札

　
　

契
約
金
額　

５
１
８
２
万
円

　
　

契
約
相
手　

ス
タ
ン
シ
ス
テ
ム 

株
式
会
社

　
　

納　
　

期　

議
決
の
翌
日
～
令
和
８
年
６
月
15
日

・
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
購
入
契
約
に
つ
い
て

　
　

契
約
方
法　

指
名
競
争
入
札

　
　

契
約
金
額　

１
０
２
９
万
円　
　
　
　
　

　
　

契
約
相
手　

谷
﨑
自
動
車
整
備
工
場

　
　

納　
　

期　

議
決
の
翌
日
～
令
和
９
年
３
月
31
日

・（
Ｒ
７
繰
）資
材
運
搬
用
ト
ラ
ッ
ク
購
入
契
約
に
つ
い
て

　
　

契
約
方
法　

指
名
競
争
入
札

　
　

契
約
金
額　

１
０
７
９
万
円

　
　

契
約
相
手　

谷
﨑
自
動
車
整
備
工
場

　
　

納　
　

期　

議
決
の
翌
日
～
令
和
９
年
３
月
５
日

・
Ｃ
Ｄ

－

１
型
水
槽
付
き
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
契
約
に
つ
い
て

　
　

契
約
方
法　

指
名
競
争
入
札

　
　

契
約
金
額　

３
０
８
０
万
円

　
　

契
約
相
手　

有
限
会
社 

エ
フ
テ
ッ
ク

　
　

納　
　

期　

議
決
の
翌
日
～
令
和
９
年
３
月
30
日

・
蛇
王
運
動
公
園
野
球
場
衝
撃
緩
衝
材
等
設
置
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
　

契
約
方
法　

指
名
競
争
入
札

　
　

契
約
金
額　

４
８
８
８
万
円

　
　

契
約
相
手　

丸
乃
木
材 

有
限
会
社

　
　

工　
　

期　

議
決
の
翌
日
～
令
和
９
年
１
月
20
日

・
ホ
テ
ル
リ
ビ
エ
ラ
し
し
く
い
受
水
槽
更
新
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
　

契
約
方
法　

指
名
競
争
入
札

　
　

契
約
金
額　

４
８
６
５
万
円

　
　

契
約
相
手　

株
式
会
社 

坂
本
工
務
店

　
　

工　
　

期　

議
決
の
翌
日
～
令
和
８
年
12
月
１
日

人
事
関
係

・
議
長
選
挙
・
副
議
長
選
挙
及
び
各
構
成
員
構
成

・
徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
員
選
任
に
つ
い
て

・
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

・
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

承
認
関
係

専
決
処
分
の
承
認（
条
例
）

・
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

専
決
処
分
の
承
認（
予
算
）

・
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
９
号
）�

２
億
１
９
２
０
万
円
⇨

・
令
和
７
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

�

事
業
勘
定　

２
億
１
１
５
９
万
円
⇨　
施
設
勘
定　

２
４
１
万
円
⬅

・
令
和
７
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）�

６
５
９
万
円
⬅

・
令
和
７
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）�

２
３
９
２
万
円
⇨

・
令
和
７
年
度
鉄
道
経
営
安
定
基
金
特
別
補
正
予
算（
第
１
号
）�

４
９
３
万
円
⇨

・
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て�

１
件

報
告
関
係

・
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て�

２
件

・
令
和
７
年
度
玉
笠
橋
修
繕
工
事
変
更
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

工
期（
変
更
前
）　

議
決
の
翌
日
～
令
和
８
年
７
月
31
日

　
　
　
　
　

工
期（
変
更
後
）　

議
決
の
翌
日
～
令
和
８
年
12
月
28
日

人
事
関
係

 

・
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

・
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙

予
算
関
係

・
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）�

　

５
億
６
９
２
３
万
円
⬅

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

�

　

事
業
勘
定　

 

20
万
円
⬅　
　

施
設
勘
定　
　
　

 

76
万
円
⬅

・
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）�

　

３
３
４
万
円
⬅

・
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）�

　

３
６
０
万
円
⇨

・
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

�

　

収
益
的
収
入
・
支
出　
　

２
２
８
万
円
⬅

�

　

資
本
的
収
入
・
支
出　

１
０
０
３
万
円
⬅

・
海
南
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）�

　

５
１
０
万
円
⬅

報
告
関
係

・
繰
越
明
許
費
に
係
る
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

・
建
設
改
良
費
繰
越
に
係
る
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

・
事
故
繰
越
し
に
係
る
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

⬅　

増
額

⇨　

減
額

注釈

⬅　

増
額

⇨　

減
額

注釈

議
案
審
議
の
ま
と
め

歳　入 6月補正 補正後 構成比率
町 税 0 6億3,129万6千円 7.0 
地 方 譲 与 税 0 1億8,300万円 2.0 
利子割交付金 0 350万円 0.0 
配当割交付金 0 920万円 0.1 
株式等譲渡所得割交付金 0 1,220万円 0.1 
法人事業税交付金 0 1,350万円 0.2 
地方消費税交付金 0 1億8,260万円 2.0 
環境性能割交付金 0 30万円 0.0 
地方特例交付金 0 90万円 0.0 
地 方 交 付 税 0 38億5,021万7千円 42.7 
交通安全対策特別交付金 0 20万円 0.0 
分担金・負担金 927万9千円 6,693万円2千円 0.7 
使用料・手数料 0 7,330万4千円 0.8 
国 庫 支 出 金 2億1,048万1千円 5億5,910万6千円 6.2 
県 支 出 金 2,695万4千円 4億6,161万2千円 5.1 
財 産 収 入 0 4,572万6千円 0.5 
寄 附 金 0 1億5,070万円 1.7 
繰 入 金 6,501万1千円 16億1,575万2千円 17.9 
繰 越 金 2億3,000万円 2.6 
諸 収 入 690万円 9,508万円 1.1 
町 債 2億5,060万円 8億2,980万円 9.2 
合 計 5億6,922万5千円 90億1,222万5千円 100.0 

6月補正予算後の歳入歳出予算

歳　出 6月補正 補正後 構成比率
議 会 費 733万6千円 7,285万6千円 0.8 
総 務 費 △1,249万1千円 12億6,423万8千円 14.0 
民 生 費 1,458万7千円 19億5,475万5千円 21.7 
衛 生 費 783万2千円 11億5,952万円 12.9 
農林水産業費 4,496万4千円 5億7,105万1千円 6.3 
商 工 費 1,561万円 3億8,907万9千円 4.3 
土 木 費 3億9,680万8千円 10億2,750万8千円 11.4 
消 防 費 3,114万6千円 4億9,297万5千円 5.5 
教 育 費 6,143万3千円 10億8,644万7千円 12.1 
災 害 復 旧 費 200万円 3,195万円 0.4 
公 債 費 0 9億4,895万円 10.5 
諸 支 出 金 0 265万円 0.0 
予 備 費 0 1,024万6千円 0.1 
合 計 5億6,922万5千円 90億1,222万5千円 100.0 

（
Ｐ
11
参
照
）

（
P2
、11
参
照
）
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一

般

質

問

答

　
　

現
在
県
内
16
市
町
村
で

中
学
校
給
食
無
償
化
を
実
施

し
て
い
る
。
県
下
で
も
未
実

施
は
海
陽
町
外
６
市
町
村
だ

け
で
あ
る
。
保
護
者
経
済
的

他
の
重
要
な
教
育
施
策
や
、

子
育
て
支
援
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
慎
重
に
見
極
め
る
必
要
が

あ
る
。

　

本
町
が
目
指
す
べ
き
は
、

単
に
他
市
町
村
の
横
並
び
の

施
策
を
追
従
す
る
こ
と
で
は

な
く
、
海
陽
町
な
ら
で
は
の

独
自
性
と
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
未
来
へ
の
投
資
効
果
を
最

大
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　

三
浦
教
育
長

　

海
外
修
学
旅
行
の
実
施

は
、
こ
れ
ま
で
本
町
が
積
み

上
げ
て
き
た
グ
ロ
ー
バ
ル
教

育
の
集
大
成
で
あ
る
。
子
ど

も
た
ち
が
言
葉
の
壁
や
文
化

の
境
界
を
自
ら
の
力
で
乗
り

越
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を

生
き
抜
く
自
信
と
広
い
視
野

を
育
む
た
め
の
重
要
な
取
り

組
み
で
あ
る
。

　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

給
食
費
と
修
学
旅
行
の
無
償

化
を
比
較
し
た
場
合
、
教
育

行
政
を
預
か
る
私
た
ち
は
、

後
者
こ
そ
が
、
こ
の
町
で
学

ぶ
子
ど
も
た
ち
に
提
供
す
べ

き
、
海
陽
町
だ
か
ら
こ
そ
実

現
で
き
る
教
育
で
あ
る
と
確

信
し
て
い
る
。

富
田
　
　
寛 

議
員

中学校給食費無償化について

〈三浦教育長〉 優先すべきは
海外修学旅行の無償化

問

観光事業の一環として
　　　　釣り堀事業を

　
　

町
内
に
は
釣
り
堀
事
業

に
適
し
た
場
所
が
あ
る
。
鞆

浦
・
宍
喰
漁
協
組
合
長
も

入
っ
て
い
た
だ
い
て
、
一
般

客
、
宿
泊
客
も
一
本
釣
り
を

楽
し
め
る
、
釣
り
堀
の
実
現

に
向
け
た
協
議
は
必
要
と
考

え
る
。

　

リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
く

れ
る
宿
泊
客
も
出
て
来
る

と
、
観
光
客
誘
致
に
つ
な
が

る
。
動
画
配
信
な
ど
も
実
施

し
た
ら
観
光
の
起
爆
剤
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
事
業

化
が
出
来
な
い
か
。

　
　
大
久
保
観
光
交
流
課
主
幹

　

観
光
施
設
等
に
お
け
る

活
魚
の
提
供
や
水
槽
の
活

用
は
、
安
定
的
、
持
続
的

な
観
光
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
提
供
し
て
い
く
上
で
の

ハ
ー
ド
ル
が
あ
っ
た
と
認

識
し
て
い
る
。
今
後
の
対

応
と
し
て
は
、
具
体
的
な

イ
メ
ー
ジ
を
ベ
ー
ス
と
し

て
、
観
光
利
用
に
お
け
る

現
況
調
査
を
行
う
と
と
も

に
、
周
辺
の
観
光
事
業
者

や
協
力
を
仰
ぐ
べ
き
関
係

機
関
と
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
の
実
現
可
能
な
課
題

の
洗
い
出
し
に
向
け
た
意
見

交
換
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　

三
浦
町
長

　

８
年
前
の
質
問
時
に
も
、

現
場
と
検
討
を
し
た
。
生
簀

に
魚
を
入
れ
る
と
魚
が
痩
せ

た
り
、餌
代
も
多
く
か
か
り
、

難
し
い
と
い
う
こ
と
で
断
念

し
た
経
緯
が
あ
る
。

　

海
陽
町
の
魚
を
常
に
新
鮮

な
状
態
で
提
供
で
き
る
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
を
作
れ
な
い

か
、
再
度
、
漁
業
関
係
者
の

意
向
も
伺
い
な
が
ら
研
究
し

て
い
く
。

〈観光交流課主幹〉
 実現可能な意見交換を行っていきたい

宍喰漁港

答

答

負
担
軽
減
の
た
め
、
給
食
費

無
償
化
を
実
施
で
き
な
い

か
。
財
源
と
し
て
、
子
ど
も

あ
ゆ
み
基
金
を
活
用
で
き
な

い
の
か
。

　

少
子
化
対
策
も
実
施
し
て

い
る
が
、
出
生
人
数
は
右
肩

下
が
り
で
令
和
７
年
度
19
人

で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
施
策

に
結
果
が
付
い
て
来
て
い
な

い
。
今
ま
で
の
事
業
検
証
、

新
し
い
事
業
等
も
必
要
か
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

森
﨑
教
育
次
長

　

令
和
８
年
度
給
食
費
の
中

学
生
１
３
８
名
の
保
護
者
負

担
の
総
額
は
約
１
０
５
０
万

円
。
こ
の
う
ち
、
子
ど
も
あ

ゆ
み
基
金
か
ら
約
４
４
３
万

円
を
充
当
。
保
護
者
負
担
に

か
か
る
経
費
の
約
40
％
を
本

町
が
負
担
。
残
る
約
６
０
７

万
円
を
町
が
負
担
し
、
完
全

無
償
化
を
継
続
し
て
い
く
に

は
、限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

　
　

三
浦
町
長

　

14
年
前
に
10
億
円
で
設
立

さ
れ
た
子
ど
も
あ
ゆ
み
基
金

は
、
こ
れ
ま
で
に
約
半
分
の

５
億
円
を
事
業
費
に
充
当
し

て
い
る
。

　

既
存
の
施
策
に
つ
い
て
は
、

よ
り
効
果
が
上
が
る
よ
う
見

直
し
を
含
め
て
検
討
し
、
こ

の
地
で
子
育
て
を
し
た
い
と

思
え
る
よ
う
な
施
策
を
目
指

す
。

問

答

答
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質

問

　
　

高
齢
者
単
身
世
帯
で

の
、
ご
み
袋
が
い
っ
ぱ
い
に

な
る
ま
で
ご
み
を
た
め
込
む

こ
と
に
よ
る
衛
生
上
の
問
題

を
、
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て

い
る
の
か
。
ま
た
現
在
の
指

定
ご
み
袋
が
、
生
活
実
態
に

十
分
対
応
で
き
て
い
る
と
考

え
て
い
る
の
か
。
ご
み
処
理

用
の
シ
ー
ル
貼
付
け
制
度
を

活
用
し
、
高
齢
者
向
け
の
少

量
ご
み
排
出
支
援
策
を
検
討

で
き
な
い
か
。

　
　
北
村
長
寿
福
祉
人
権
課
長

　

社
協
や
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に

も
、
状
況
を
確
認
し
た
。
高

齢
者
の
単
身
世
帯
で
は
、
ご

み
の
排
出
量
も
少
な
く
、
こ

れ
か
ら
気
温
が
高
く
な
れ

ば
、
腐
敗
し
や
す
く
な
る
。

ご
み
袋
が
も
っ
た
い
な
い
、

と
い
う
気
持
ち
は
理
解
で
き

る
が
、
家
庭
の
衛
生
環
境
を

第
一
に
考
え
、
ご
み
出
し
を

こ
ま
め
に
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
周
知
を
図
り
た
い
。

今
後
も
よ
り
有
効
な
支
援
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
い
ろ
い

ろ
と
研
究
を
し
て
い
く
。

　
　

中
内
住
民
環
境
課
長

　

指
定
ご
み
袋
で
は
な
く

て
、
自
前
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

ご
み
処
理
シ
ー
ル
を
貼
っ
て

出
す
な
ど
、
個
々
の
家
庭
に

応
じ
た
効
率
的
な
方
法
、
ご

み
処
理
シ
ー
ル
の
活
用
や
導

入
に
つ
い
て
、
海
部
郡
の
ご

み
処
理
部
会
で
検
討
す
る
。

　
　

町
で
は
、
高
齢
者
の
方

を
対
象
と
し
た
様
々
な
移
動

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
う
し
た
制
度
が
あ
っ
て

も
、
時
間
帯
や
天
候
に
よ
っ

て
は
必
ず
し
も
誰
も
が
負
担

な
く
利
用
で
き
る
状
況
で
は

な
い
。

　

今
後
、
高
齢
者
が
病
院
受

診
や
、
公
共
交
通
の
利
用
に

合
わ
せ
て
、
で
き
る
だ
け
少

な
い
移
動
で
日
常
生
活
に
必

要
な
買
い
物
を
済
ま
せ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
商
業

中
島
真
由
美 

議
員

高齢者単身世帯におけるごみ出し支援について

〈長寿福祉人権課長〉
 こまめなごみ出しの周知を図る

問答

答

答

問

高齢者の生活を
支える地域交通と
買い物支援策は

〈住民環境課長〉
持続可能な新しい交通モデル
の構築に向けて検討する

施
設
や
移
動
販
売
事
業
者
等

と
の
連
携
を
含
め
た
、
※
マ
ル

チ
モ
ー
ダ
ル
な
交
通
網
の
構

築
は
で
き
な
い
か
。

　
　

中
内
住
民
環
境
課
長

　

交
通
事
業
者
や
地
域
住
民

と
対
話
を
重
ね
な
が
ら
住
民

視
点
に
立
っ
た
公
共
交
通
の

在
り
方
を
慎
重
に
検
討
を
進

め
て
い
る
。

　

重
た
い
荷
物
を
持
っ
て

歩
く
の
が
大

変
、
夏
場
は
食

料
品
が
傷
み
や

す
い
な
ど
、
公

共
交
通
を
利
用

さ
れ
る
高
齢
者

か
ら
の
声
も
た

く
さ
ん
聞
い
て

い
る
。
バ
ス
に

ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
で

き
な
い
の
か
、

と
い
っ
た
対
応

に
つ
い
て
も
高

齢
者
の
視
点
に

立
ち
、
持
続
可

能
な
新
し
い
交

通
モ
デ
ル
の
構

築
に
向
け
て
、

検
討
す
る
。

※
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
な
交
通
網

　

鉄
道
・
バ
ス
・
地
下
鉄
・
自

転
車
・
徒
歩
・
タ
ク
シ
ー
・

シ
ェ
ア
モ
ビ
リ
テ
ィ
（
車
や
自

転
車
な
ど
の
移
動
手
段
を
、
複

数
の
利
用
者
で
共
有
す
る
サ
ー

ビ
ス
）
な
ど
複
数
の
交
通
手
段

を
一
体
的
に
結
び
付
け
、
乗
り

継
ぎ
や
運
行
情
報
を
統
合
し
て

利
用
者
が
ス
ム
ー
ズ
に
移
動
で

き
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。

高齢者世帯への買い物支援する様子
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問

　
　

海
南
駅
は
、
町
の
玄
関

口
で
あ
り
、
町
の
印
象
を
左

右
す
る
大
切
な
場
所
で
あ

る
。
海
南
駅
を
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
的
な
拠
点
と
し
、
単
な

る
通
過
点
で
は
な
く
、
交
通

の
基
準
点
、
人
が
集
ま
る
拠

点
と
し
て
位
置
付
け
、
Ｊ

Ｒ
、
路
線
バ
ス
、
町
営
バ
ス

の
連
携
強
化
を
検
討
で
き
な

い
か
。
ま
た
、
駅
前
の
活
性

化
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

答　

中
内
住
民
環
境
課
長

　

二
次
交
通
も
含
め
高
校
生

や
乗
客
の
利
便
性
の
向
上
に

つ
な
が
る
と
い
う
思
い
か
ら
、

４
年
前
に
そ
れ
ぞ
れ
の
バ
ス

関
係
者
と
協
議
を
し
た
。

　

バ
ス
停
を
駅
前
に
集
約
す

る
の
は
、
ス
ペ
ー
ス
が
足
ら

な
い
。
バ
ス
が
入
れ
な
い
、

回
せ
な
い
な
ど
、
安
全
面
で

の
考
慮
や
ハ
ー
ド
整
備
を
伴

う
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
駅
前
の
道
沿
い
で

は
、
交
差
点
が
あ
る
た
め
警

察
か
ら
の
許
可
が
出
な
い
。

ハ
ー
ド
整
備
に
は
、
土
地
の

購
入
な
ど
の
諸
問
題
も
考
え

ら
れ
、
困
難
で
あ
る
。
公
共

交
通
機
関
の
利
用
者
の
利
便

性
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

検
討
す
る
。

　　
　
大
久
保
観
光
交
流
課
主
幹

　

地
域
や
学
校
を
巻
き
込
ん

だ
ソ
フ
ト
面
の
仕
掛
け
で
、

駅
の
に
ぎ
わ
い
を
し
っ
か
り

と
下
支
え
し
て
い
く
。

佐
川
　
富
美 

議
員

駅前の活性化をどのように考えるのか

〈観光交流課主幹〉
 地域や学校を巻き込んだ事業を展開する

問答

答

問

問

災害時に備え体育館にエアコンを設置できないか

に
は
空
調
設
備
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
現
在
の
空

調
設
備
は
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー

ラ
ー
で
あ
る
。
前
に
行
く
と

涼
し
い
風
が
出
る
が
、
全
体

を
冷
や
す
も
の
で
は
な
い
。

年
々
厳
し
さ
を
増
す
猛
暑
の

中
で
、
現
在
の
空
調
設
備
で

は
充
分
と
い
え
な
い
。
体
育

館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
の
考

え
は
。
ま
た
、
各
教
室
に
は

エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。
必
要
に
応
じ
て
避
難
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

　
　

奥
原
建
設
防
災
課
長

　

各
学
校
の
教
室
に
は
空
調

設
備
が
完
備
さ
れ
て
い
る
。

補
完
的
な
対
策
と
し
て
、
空

調
設
備
の
あ
る
教
室
の
活
用

は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
、

教
育
委
員
会
と
も
共
通
の
認

識
を
持
っ
て
い
る
。
一
方
、

発
災
後
の
学
校
の
早
期
開
始

と
い
う
観
点
も
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
現
状
で
は
、
体
育

館
で
の
避
難
生
活
は
充
分
と

は
言
え
な
い
。
６
月
末
に
は

関
係
各
課
で
、
体
育
館
へ
の

空
調
設
備
の
導
入
に
関
し
て

　
　

災
害
時
に
、
避
難
す
る

場
所
は
主
に
体
育
館
で
あ

る
。
小
・
中
学
校
の
体
育
館

の
検
討
に
入
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。
そ
の
中
で
、
導
入

の
必
要
性
や
財
源
的
な
も
の

を
含
む
課
題
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
を
洗
い
出
し
、
他
自

治
体
の
導
入
事
例
な
ど
を
調

査
研
究
し
な
が
ら
、
検
討
を

重
ね
て
ま
い
り
た
い
。

　
　

各
自
主
防
災
組
織
で
保

有
し
て
い
る
資
機
材
（
発
電

機
）
は
、
定
期
的
に
点
検
を

行
っ
て
い
る
。
し
か
し
公
的

施
設
に
配
備
さ
れ
て
い
る
防

災
資
機
材
は
、
充
分
な
点
検

が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
公
共

施
設
の
防
災
資
機
材
の
点
検

や
維
持
管
理
を
ど
の
よ
う
に

し
て
い
る
の
か
。

　
　

奥
原
建
設
防
災
課
長

　

現
在
、
防
災
資
機
材
な
ど

を
配
備
し
て
い
る
公
的
施
設

は
、
海
南
庁
舎
、
海
部
庁
舎
、

宍
喰
庁
舎
、
海
部
高
校
、
各

小
中
学
校
、
南
部
防
災
館
、

海
南
文
化
村
、な
ど
で
あ
る
。

　

出
水
期
前
の
点
検
の
実

施
、
ま
た
、
施
設
管
理
者
へ

の
再
度
依
頼
す
る
な
ど
、
点

検
体
制
の
強
化
に
努
め
て
い

く
。

阿波海南駅付近

〈建設防災課長〉 空調設備の導入の検討に入りたい

答

答
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ふ
る
さ
と
創
造
戦
略
補

助
金
の
う
ち
、
起
業
支
援
事

業
の
こ
れ
ま
で
の
申
請
件

数
、
採
択
件
数
は
。
ま
た
、

利
用
状
況
、
継
続
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

乃
一
産
業
振
興
課
長

　

本
補
助
事
業
は
、
新
た
に

起
業
を
す
る
事
業
者
を
支
援

す
る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
平

成
27
年
度
か
ら
創
設
さ
れ
10

年
が
経
過
し
た
。
令
和
７
年

度
ま
で
の
申
請
件
数
は
17
件

で
、
採
択
件
数
も
同
数
で
あ

る
。
ま
た
、
そ
の
う
ち
、
現

在
15
件
が
継
続
し
て
お
り
、

２
件
が
廃
業
。
定
着
率
は

88
％
で
、
一
定
の
効
果
が
あ

ら
わ
れ
て
い
る
。

　
　

補
助
金
交
付
後
の
支
援

に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
数
年

ご
と
の
面
談
や
商
工
会
、
徳

島
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
等
へ

の
橋
渡
し
な
ど
、
今
後
ど
の

よ
う
な
形
で
、
伴
走
支
援
を

し
て
い
く
の
か
。

　
　

乃
一
産
業
振
興
課
長

　

補
助
金
の
交
付
を
し
て
終

わ
り
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
そ
の
後
の
経
営
相
談
等

に
つ
い
て
も
、
商
工
会
や
県

関
係
機
関
等
と
連
携
を
す
る

こ
と
で
、
事
業
者
が
よ
り
よ

い
発
展
を
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。
さ
ら
に
今
後

は
、
規
模
拡
大
や
、
新
規
雇

用
等
に
意
欲
的
な
事
業
者
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
企
業
努

力
だ
け
で
は
課
題
解
決
が
困

難
な
こ
と
に
つ
い
て
、
公
的

支
援
が
可
能
か
ど
う
か
と
い

う
部
分
も
含
め
、研
究
す
る
。

　
　

移
住
相
談
窓
口
と
起
業

相
談
の
情
報
共
有
や
連
携
の

状
況
と
、
空
き
家
バ
ン
ク
や

空
き
家
改
修
支
援
補
助
金
を

活
用
し
た
こ
れ
ま
で
の
利
用

実
績
は
。
ま
た
、
起
業
支
援

と
移
住
、
空
き
家
対
策
を

パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
案
内
す

る
な
ど
、
住
ま
い
と
仕
事
を

セ
ッ
ト
で
支
援
し
て
い
く
取

り
組
み
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
検
討
し
て
い
る
の
か
。

　
　

乃
一
産
業
振
興
課
長

　

現
在
海
陽
町
で
は
、
起
業

支
援
、
移
住
政
策
、
空
き
家

活
用
な
ど
の
窓
口
は
産
業
振

興
課
が
一
括
し
て
担
っ
て
お

り
、
こ
れ
ら
全
て
の
相
談
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
す
る

こ
と
が
可
能
な
体
制
と
な
っ

て
い
る
。

　

直
接
窓
口
へ
相
談
頂
い
た

方
は
も
ち
ろ
ん
、
移
住
相
談

会
の
場
に
お
い
て
も
、
空
き

家
バ
ン
ク
の
情
報
と
か
、
起

業
支
援
補
助
金
、
空
き
家
改

修
補
助
金
の
説
明
を
丁
寧
に

し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
よ
り
広
く
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
広
報

活
動
等
に
つ
い
て
も
積
極
的

に
取
り
組
み
、
よ
り
効
果
的

な
施
策
と
な
る
よ
う
、
制
度

改
正
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
く
。

　
　

今
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
、
周

知
方
法
を
ど
う
や
っ
て
変
え

て
い
く
の
か
。

　
　

乃
一
産
業
振
興
課
長

木
内
　
秀
樹 

議
員

起業支援事業について

〈産業振興課長〉 より効果的な施策となるよう、
制度改正についても検討していく

問問

問

答

答

答答 問

　

広
報
の
媒
体
に
つ
い
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
、
従
来
ど
お
り
紙
媒
体
と

チ
ラ
シ
も
含
め
て
、
内
容
を

も
う
一
度
見
直
し
、
よ
り
伝

わ
り
や
す
い
広
報
の
作
成
に

努
め
る
。

特定創業支援セミナー受講の様子 とくしま丸ごと移住相談会in大阪
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一

般

質

問

問　

学
校
給
食
は
教
育
の
一

環
で
あ
る
。

　

子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
健

康
を
守
り
健
や
か
な
成
長
に

つ
な
が
る
給
食
費
無
償
化

が
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と

考
え
る
。
町
長
の
中
学
校
給

食
費
無
償
化
よ
り
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
・
海
外
修

学
旅
行
無
償
化
と
い
う
二
者

択
一
で
は
な
く
、
学
校
給
食

の
無
償
化
が
あ
る
か
ら
こ
そ

海
陽
町
な
ら
で
は
の
魅
力
的

な
教
育
施
策
が
さ
ら
に
輝
く

と
い
う
並
走
の
考
え
方
に
た

ち
、
中
学
校
給
食
費
無
償
化

を
で
き
る
だ
け
早
く
、
実
現

で
き
な
い
か
。

　
　

三
浦
町
長

　

財
源
が
あ
れ
ば
す
べ
て
無

償
に
し
た
い
が
叶
わ
な
い
の

が
現
状
で
あ
る
。
現
在
は
、

８
０
０
０
円
近
く
か
か
る
給

食
費
を
４
０
０
０
円
に
抑
え

る
補
助
や
、
第
３
子
以
降
の

給
食
費
の
無
償
化
も
実
施
。

　

ま
た
、
地
産
地
消
の
食
材

を
使
う
な
ど
独
自
の
施
策
も

展
開
し
て
い
る
。

　

都
市
部
と
地
方
と
の
深
刻

な
教
育
格
差
を
克
服
す
る
こ

と
こ
そ
、
海
陽
町
の
行
政
が

主
導
す
べ
き
最
優
先
課
題
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

修
学
旅
行
は
学
習
指
導
要

領
で
定
め
ら
れ
た
正
式
な
特

別
活
動
の
一
つ
で
あ
る
。
保

護
者
が
、
同
じ
よ
う
に
積
み

立
て
を
す
る
修
学
旅
行
費

に
、
町
が
支
援
を
し
て
、
都

市
部
に
負
け
な
い
質
の
高
い

特
別
活
動
と
し
て
充
実
さ
せ

た
い
。

　

全
国
一
律
の
施
策
を
た
だ

実
施
す
る
の
で
は
な
く
、
地

域
の
特
徴
に
応
じ
、
他
に
は

な
い
施
策
を
戦
略
的
、
効
果

的
に
展
開
し
、
教
育
と
少
子

化
の
両
方
に
大
き
な
効
果
を

発
揮
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
が
、

本
町
の
方
針
で
あ
る
。

　

中
学
校
の
給
食
費
も
国
の

方
向
性
が
出
れ
ば
、
無
償
化

を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

幸
谷
　
友
子 

議
員

中学校給食費の無償化を

〈町長〉 海外への修学旅行の充実のような、
 教育の機会均等を守る投資に優先順位を置くべき

問答

補聴器購入費補助制度の実施を

　
　

本
年
度
、
徳
島
県
下
24

自
治
体
の
う
ち
12
自
治
体
が

65
歳
以
上
の
加
齢
性
難
聴
者

（
高
齢
者
軽
度
・
中
度
難
聴

者
）
へ
の
補
聴
器
購
入
費
補

助
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

海
陽
町
に
お
い
て
も
実
施
を

求
め
る
要
望
が
高
ま
っ
て
い

る
が
、
な
ぜ
実
施
し
て
い
な

い
の
か
。
今
後
、
実
施
の
考

え
は
あ
る
の
か
。

　
　
北
村
長
寿
福
祉
人
権
課
長

　

加
齢
に
よ
り
聞
き
取
る
機

能
の
衰
え
が
進
行
す
る
と
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う

ま
く
と
れ
な
く
な
り
、
脳
の

活
性
も
低
下
し
、
う
つ
状
態

や
閉
じ
こ
も
り
な
ど
に
発
展

す
る
恐
れ
も
あ
る
。難
聴
は
、

認
知
症
の
危
険
因
子
の
一
つ

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
補
聴

器
購
入
費
補
助
制
度
に
つ
い

て
は
、
県
内
自
治
体
と
同
程

度
の
補
助
制
度
を
、
次
年
度

当
初
を
目
標
に
進
め
た
い
。

補
聴
器
の
装
着
に
よ
り
、
聞

こ
え
の
改
善
を
し
、
認
知
症

予
防
や
健
康
寿
命
の
延
伸
に

つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

購
入
費
補
助
は
、
両
耳

装
着
の
場
合
、
当
然
、
片
耳

ず
つ
と
考
え
る
が
、
補
助
額

は
、
い
く
ら
ぐ
ら
い
と
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
北
村
長
寿
福
祉
人
権
課
長

　

県
内
自
治
体
の
補
助
金
の

金
額
は
、
お
お
む
ね
２
分
の

１
補
助
で
、
上
限
が
３
万
円

が
大
半
で
、
そ
の
水
準
を
目

指
し
た
い
。

　

県
内
の
自
治
体
に
お
い
て

は
、
両
耳
、
片
耳
を
問
わ
ず

上
限
３
万
円
。
ま
た
両
耳
で

あ
れ
ば
、
片
耳
3
万
円
ず
つ

と
い
う
自
治
体
も
あ
る
。
補

助
額
に
つ
い
て
は
、
今
後
検

討
す
る
。

補聴器をつけて日常生活に
支障のないコミュニケーションを

〈長寿福祉人権課長〉 次年度当初を目標に進める

答

答

問

問



ん 広場の広場の

なみ まちびと紹介

移住年数 18 年（牧人さん）  9 年（美希さん）
住所　宍喰浦字宍喰

山本 牧人さん

　　 美希さん

氏名
やまもと まき   と

み　 き

海陽町議会だより　vol.81

 牧人さん  サーフィンをしていたこともあり、日本全国をキャンピングカーで周りながら、海外から
輸入したサーフィン関連商品を販売していました。
　その頃、東京で海陽町の縫製工場の専務と出会って、海部藍の立ち上げプロジェクトを手伝って
欲しいと言われ、素肌にも優しく環境にも配慮した天然染料の藍染が、今後の自社のコンセプトと
合致したことなどがきっかけとなり移住を決めました。
 美希さん  友達と竹ケ島を訪れマリンスポーツをしたとき、自然に癒される感覚になり、できる事
ならこんな町で暮らしたいと思いました。その頃、すぎのこ市場の販売促進、地域のものを使った
お土産品の開発などの地域おこし協力隊へのチャンスがあったので応募して、移住を決めました。
　今は、角坂で、宍喰の食材を大切にしたお菓子づくりをしています。

移住のきっかけは？

編
集
後
記

町の魅力は？

町の残したいものは？

　波が良いこと、その背景にある山、川、きれいな水は本当に魅力的に感じます。
やはり豊かな自然と、人が温かいこと。

・八坂神社でのヤオハオ（宍喰祇園祭で子どもたちが舞うお能のこと）、阿波踊りなど、
地域行事をお手伝いする中で地域を担う子どもたちへ地域を大切にする想いを繋いで
いきたい。

・地域の人の温もりと豊かな自然をもっとより良く次の世代に引き継いでいきたい。

　

定
数
減
で
の
選
挙
も
終
わ
り
、
12
名
体
制
で

６
月
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
も
新
人
３
名
を
迎
え
女
性
４
名
、

男
性
２
名
の
構
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

細
か
い
心
づ
か
い
を
し
な
が
ら
、
よ
り
分
か

り
や
す
く
、
読
み
や
す
い
広
報
紙
と
な
る
よ
う

に
努
力
し
ま
す
。

　

今
年
も
ま
た
暑
い
夏
の
到
来
で
す
。
皆
様
水

分
を
十
分
取
っ
て
熱
中
症
対
策
を
お
こ
な
っ
て

下
さ
い
。

　

皆
様
の
ご
意
見
を
気
軽
に
お
寄
せ
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。�

（
橋
本
）

委員長　　橋本　　朗　　小山　　慎　　幸谷　友子
副委員長　戸田眞理子　　中島真由美　　有近　幸恵

山本牧人さんのご家族


